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携わってきた。平成 27（2015）年 3 月に私立中高一貫校の英語教員を定年退
職し、それまでの実践を振り返り博士後期課程での研究の方向性を明らかに
する目的もあり、関東甲信越英語教育学会第 39 回山梨研究大会（8 月）と東






























務してきた。平成 27（2015）年度は中学 10 学級 258 名、高校 19 学級 570 名
の編成である。 
同校は、昭和 44（1969）年に「知能


















ジハイスクール（SELHi）研究指定」（文科省, 2006）に始まり、「平成 24 年
度東京都私学財団研究助成」（小林ら, 2013）、「平成 25 年度日本私学教育研究
所委託研究」（小林, 2014b）、「平成 26 年度東京都私学財団研究助成」（小林ら, 
 






















筆者は、平成 24 年度高 2 の英語習熟度 S コース（最上位）の生徒 27 名に、
翌年度高 3 まで 2 年間の実践研究で協力をしてもらった。このグループは平
成 23 年度中 3 時から卒業までの 4 年間授業を担当した。また、本年度非常勤
講師として授業を担当している高 3 の英語習熟度 A1 コース（最上位）の生
徒 29 名には平成 25 年度から 3 年間協力をしてもらっている。どちらも、英










捉え直し」（Simon, 2010; 森, 2011）も必要であるように思われる。本年度高
3 の英語の授業では、192 名を発展 A1、A2、A3、標準 B1、B2、B3、基礎 C
 
-126- 
の 7 コースに分割している。 
 
2.2. 平成 24（2012）年度の学習実践（外部連携） 
東京都私学財団の研究助成を受け、外部機関の協力を仰ぎ、オンライン学




























































































ために、自己の能力の特性に気づくという行動に焦点を当てた（写真 7, 8, 9）。 






































































平成 5（1993）年度中 1 の授業担当の折に取り入れたグループでの学習活
動を徐々に発展させ、平成 19（2007）年度中 3A1 コースと高 1B コースの授
業の中でエッセイ・スピーチやグループでの表現活動の形態が整い始め、平





を覚え、グループに戻り記録する。各グループ 4 名がそれぞれ異なる 4
文についてこれを繰り返す。 






































平成 24～26 年度の各研究（既出. 小林, 2013; 2014; 2015）で、このような
コミュニケーション重視の活動を行ってきた生徒集団の学力の伸びが著しい
ことが明らかになってきた（図 2, 3, 4, 表 1）。	 
① 集団内模試経年比較（図 2）：平成 25 年度高 3 生の過去 3 ヶ年の模試成





写真 11	 情報伝達・問題解決（2013） 
写真 12	 発表・比較評価（2013） 










② 他集団とのセンター試験経年比較（図 3）：平成 22～26 年度センター試
験受験者数の推移は、26 年度（25 年度高 3）英語（E）83 名、リスニン
グ（L）83 名、25 年度（24 年度高 3）E73 名、L73 名、24 年度（23 年度
高 3）E61 名、L61 名、23 年度（22 年度高 3）E82 名、L80 名、22 年度（21


















④	 他年度との模試比較（図 4）：平成 27 年度高 3 生の高 2 時（2 月）の模試
偏差値を過年度 3 か年と比較した。図中、左より 3 番目は 24 年度 S コー

































でより効果的な発表方法を発見していった。高 3時には 1学期に 2回実施し、
2 学期に 2 回実施を予定している。 
 
 
図 3	 平成 22～26 年度のセンター試
験得点比較（リスニング） 




表 1	 平成 25 年度高 3 のコース別 
試験結果の相関 
 




回  日	 時  題	 	 	 	 	 	 	 	 材  内	 	 	 	 容  
01 2014/10/03 （高 2）教科書 Lesson 8 
（地雷除去 発展課題①） 2 年前の高 2 との比較 
02 2014/10/04 （高 2）教科書 Lesson 8 
（地雷除去 発展課題②） 2 年前の高 2 との比較 
03 2014/10/20 （高 2）教科書 Lesson 9 
（小惑星探査機はやぶさ） 筑波大生とのウェブ授業 
04 2014/11/13 （高 2）教科書 Lesson 10 
（手紙とメール 演習①） インドネシア生徒受入学習交流 
05 2014/11/22 （高 2）教科書 Lesson 10 
（手紙とメール 演習②） 登場人物の心理分析 
06 2014/12/05 （高 2）教科書 Lesson 10 
（手紙とメール 演習③） 効果的ポスター発表の提案 
07 2014/12/15 （高 2）教科書 Lesson 10 
（手紙とメール 発展課題） 私学財団助成研究 公開授業 
08 2015/03/04 （高 2）副教材 Chapter 3 
（オバマ大統領就任演説） 演説内容の分析 
09 2015/04/30 （高 3）教科書 Lesson 1 
（日米文化比較 演習） 日本文化についての調査分析 
10 2015/05/27 （高 3）教科書 Lesson 2 











［注］ 「題材」の欄の「教科書」とは「Crown English CommunicationⅡ及びⅢ（三
省堂）」を、「副教材」とは「2013 Cutting Edge 2（エミル出版）」を指す。 






























写真 13	 構想・設計（2014） 
 
写真 14	 制作（2014） 
 
写真 15	 比較（2014） 
 















写真 19 は第 1 回「地雷除去・発展課題①」（表 2 の No.1）のポスター例で、
2 年前の S コースも取り組んだ同一の課題への解答（オンライン教材「Linc 
English」へ送信したもの）を自分たちと比較したもの。ポスターも日本語で
作成した。写真 20 は第 3 回「小惑星探査機はやぶさ」（表 2 の No.3）のポス
ター例で、2 年前の S コースの先輩（筑波大学生命環境学群地球学類 1 年）
と行ったスカイプによるウェブ授業交流について英語でまとめ、発表した。
このとき初めて英語で作成した。写真 21 は第 6 回「効果的ポスター発表の提
案」（表 2 の No.6）のポスター例で、公開授業前のアクティビティで「効果
的プレゼンテーションをどう行うか｣をテーマに作成した。この体験は公開授
業の発表でも大いに生かされた。写真 22 は第 7 回「公開授業・手紙とメール
発展課題」（表 2 の No.7）のポスター例で、回を重ねるごとに、掲載する情
報量、まとめ方、強調点、図表や絵や色使いの工夫などに大きな向上が見ら












写真 17	 評価（2014） 
 





















写真 19	 第 1 回「地雷除去 発展 
課題①」（10 月） 
 
写真 20	 第 3 回「小惑星探査機	 	 	 	 
はやぶさ」（10 月） 
 


























「Grandfather's Letters － 手紙について考える －」であった。これは、教科
書 Lesson 10（コミュニケーション英語Ⅱ.三省堂）の題材を取り上げたもの
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